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上
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

い
じ
め
、
不
登
校
問
題
の
解
消

に
つ
い
て
は
、
教
育
相
談
室
や
ス

ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
活
用

し
問
題
解
決
に
努
め
ま
す
。

　

地
域
住
民
の
教
育
力
を
活
用

し
て
今
年
度
も
学
校
支
援
地
域

本
部
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
短
期
大
学

及
び
沖
縄
キ
リ
ス
ト
教
学
院
大

学
と
町
教
育
委
員
会
の
地
域
連

携
事
業
に
関
す
る
協
定
を
継
続

し
、
教
育
活
動
の
充
実
発
展
に
取

り
組
み
ま
す
。

（2）
学
校
給
食
共
同
調
理
場
の
充
実
・   

　

強
化

　

栄
養
的
に
配
慮
さ
れ
た
安
全

で
お
い
し
い
給
食
を
提
供
す
る

こ
と
に
よ
り
、
児
童
生
徒
の
健
康

の
保
持
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と

が
学
校
給
食
の
目
的
で
あ
り
ま

す
。
今
後
と
も
、衛
生
管
理
に
は

細
心
の
注
意
を
払
っ
て
、安
心
・
安

全
な
給
食
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　

給
食
費
徴
収
に
つ
い
て
は
、
滞

納
者
へ
の
督
促
状
や
催
告
書
の

送
付
な
ど
を
行
い
、
口
座
振
替
の

推
進
や
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
協
力

し
て
給
食
費
に
つ
い
て
の
啓
発

活
動
を
行
い
、
徴
収
率
向
上
に
努

め
ま
す
。
ま
た
、
学
校
給
食
費

の
滞
納
繰
越
額
が
莫
大
な
額
に

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
徴
収
体

制
の
強
化
を
図
り
、
悪
質
な
滞
納

者
に
つ
い
て
は
、
法
的
措
置
を
執

る
こ
と
も
検
討
し
、
そ
の
圧
縮
に

努
め
ま
す
。

（3）
生
涯
学
習
の
振
興

　

町
民
の
一
人
ひ
と
り
が
自
己

の
人
格
を
磨
き
、
豊
か
な
人
生
を

送
る
た
め
に
「
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
だ
れ
で
も
」
学
ぶ
こ
と
が

で
き
る
生
涯
学
習
体
制
の
確
立

が
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
な
ど
を
含
め

た
多
様
な
学
習
活
動
推
進
施
策

を
実
施
し
ま
す
。

　

図
書
館
は
、
生
涯
学
習
の
拠
点

と
し
て
、
多
く
の
町
民
に
利
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
さ
ら
に
利
用
者

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
、

図
書
館
資
料
の
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
発
足
し
た
ブ
ッ

ク
ス
タ
ー
ト
事
業
に
よ
り
、
一
人

ひ
と
り
の
赤
ち
ゃ
ん
に
絵
本
を

手
渡
し
、
読
み
聞
か
せ
を
し
な
が

ら
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
図
る
こ
と

に
よ
り
親
子
の
ふ
れ
あ
い
が
深

め
ら
れ
る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
に
お
い
て
は
、
各

種
事
業
や
講
座
な
ど
の
充
実
を

図
り
、
そ
の
成
果
を
発
表
す
る
機

会
を
つ
く
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら

に
生
涯
学
習
活
動
の
機
会
及
び

情
報
を
、
町
民
へ
積
極
的
に
提
供

す
る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
、
各

小
中
学
校
に
お
け
る
家
庭
教
育

学
級
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
放
送
大
学
の
情
報
も
積
極
的

に
提
供
し
ま
す
。

（4）
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　

ン
活
動
の
推
進

　

体
育
、
ス
ポ
ー
ツ
は
、
心
身
の

健
全
な
発
達
に
資
す
る
と
と
も

に
、
明
る
く
、
心
豊
か
で
、
活
力

に
満
ち
溢
れ
た
社
会
形
成
に
役

立
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。
町
民

の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り
や

多
様
化
に
応
え
る
た
め
、
学
校
施

設
、
運
動
公
園
施
設
を
町
民
に
広

く
開
放
し
、
健
康
づ
く
り
や
交
流

の
場
と
し
て
の
利
活
用
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
町
民
の
健

康
づ
く
り
・
体
力
づ
く
り
を
関
係

機
関
・
団
体
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
生
涯
ス
ポ
ー

ツ
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
盛

ん
な
本
町
の
特
性
を
活
か
し
、
さ

わ
や
か
杯
中
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
誘
致
す
る
と
と
も
に
、

ビ
ー
チ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
、
少

年
野
球
教
室
を
開
催
し
ま
す
。
ま

た
、
き
ら
き
ら
ビ
ー
チ
を
活
用

し
て
の
ビ
ー
チ
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充

実
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

（5）
青
少
年
健
全
育
成
の
推
進

　

現
代
社
会
が
複
雑
・
多
様
化
し

て
い
く
中
、
青
少
年
を
取
り
巻
く

生
活
環
境
も
著
し
く
変
化
し
、
児

童
生
徒
の
問
題
行
動
や
集
団
飲

酒
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
ら
の
問
題
解
決
に

向
け
て
、
今
後
と
も
、
関
係
機
関
・

団
体
と
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
青

少
年
の
健
全
育
成
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
の
「
子
ど
も
見
守
り
隊
」
と

の
連
携
や
「
青
色
回
転
灯
装
備
車

輌
」
を
活
用
し
な
が
ら
、
登
下
校

時
な
ど
に
お
け
る
幼
児
児
童
生

徒
の
安
全
管
理
を
強
化
し
ま
す
。

（6）
文
化
事
業
の
推
進

　

近
年
、
町
の
文
化
振
興
施
策
や

町
文
化
協
会
な
ど
文
化
団
体
の

幅
広
い
芸
術
活
動
を
通
し
て
、
町

民
の
新
た
な
地
域
文
化
創
造
の

気
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
今
年

度
も
、
伝
統
文
化
や
文
化
財
保
護

思
想
の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た

め
、
諸
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
地
域
住
民
の
融
和
と
ま
ち
づ

く
り
の
活
性
化
を
図
る
た
め
、
文

化
庁
の
助
成
事
業
な
ど
を
活
用

し
て
地
域
伝
統
芸
能
の
保
存
育

成
を
支
援
し
ま
す
。

　

内
間
御
殿
に
つ
い
て
は
、
整
備

に
向
け
て
の
基
本
的
な
方
向
性

を
決
め
る
内
間
御
殿
保
存
管
理

計
画
の
策
定
に
着
手
し
、
そ
れ
に

基
づ
い
て
年
次
的
に
整
備
し
て

い
く
予
定
で
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
域
と
も
連
携
し
な
が
ら
内
間

御
殿
復
元
期
成
会
（
仮
称
）
を
発

足
さ
せ
、
内
間
御
殿
の
復
元
に
向

け
て
の
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま

す
。

　

今
年
度
も
文
化
財
ガ
イ
ド
養

成
講
座
を
開
催
し
、
町
内
の
文
化

財
を
案
内
で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　

９　

男
女
共
同
参
画
社
会

　
　
　

の
推
進

　

本
町
は
、
真
の
男
女
共
同
参
画

社
会
の
実
現
を
め
ざ
し
た
各
種

女
性
行
政
施
策
を
推
進
す
る
た

め
、「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
の
計

画
的
、
体
系
的
な
事
業
執
行
に
努

め
て
き
ま
し
た
。
政
策･

方
針
決

定
の
場
へ
の
女
性
登
用
に
つ
い

て
は
、
庁
内
は
も
と
よ
り
各
種
審

議
会
・
委
員
会
な
ど
へ
積
極
的
な

登
用
を
図
り
、
県
下
で
も
ト
ッ
プ

レ
ベ
ル
の
登
用
率
を
誇
っ
て
い

ま
す
。
特
に
今
年
度
は
、
第
二
次

西
原
町
男
女
共
同
参
画
計
画
「
さ

わ
ふ
じ
プ
ラ
ン
」
の
最
終
年
度
と

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
見
直
し

を
行
い
第
三
次
西
原
町
男
女
共

同
参
画
計
画
「
さ
わ
ふ
じ
プ
ラ

ン
」
策
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま

す
。
さ
ら
に
、
女
性
に
対
す
る
暴

力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
相
談
窓
口
の
強
化
、

女
性
の
雇
用
機
会
の
拡
大
な
ど
、

男
女
が
そ
の
性
差
を
互
い
に
尊

重
し
合
い
、
協
力
し
て
生
活
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

　

10　

国
際
交
流
事
業
の
推
進

  

本
県
は
、
歴
史
的
・
地
理
的
特

性
と
国
際
性
豊
か
な
県
民
性
を

活
か
し
た
国
際
交
流
拠
点
と
し

て
、
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て

い
ま
す
。
国
際
交
流
事
業
に
つ
い

て
は
、
今
年
度
も
引
き
続
き
、
町

海
外
移
住
者
子
弟
研
修
生
受
入

事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
琉

球
大
学
な
ど
の
留
学
生
と
の
交

流
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

11　

地
域
活
性
化
事
業
の　

　
　
　

推
進

  

地
域
づ
く
り
を
進
め
る
に
は
、

町
民
が
主
体
と
な
っ
て
、
自
主
的

に
諸
活
動
に
参
加
し
、
信
頼
と
連

帯
感
に
満
ち
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
形
成
に
努
め
る
こ
と
が
最
も

大
切
で
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
活

力
に
満
ち
た
明
る
く
住
み
良
い

地
域
社
会
の
形
成
に
向
け
て
、
各

自
治
会
の
自
主
的
な
地
域
自
治

活
動
を
促
進
す
る
一
方
、
今
年
度

は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
に

よ
り
、
西
原
ハ
イ
ツ
自
治
会
へ
助

成
を
行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、「
手

づ
く
り
の
ま
ち
」
原
材
料
助
成
事

業
を
引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

　

12　

広
報
・
広
聴
活
動
の

　
　
　

推
進

　

広
報
、
広
聴
活
動
を
推
進
す
る

上
で
最
も
基
本
的
な
こ
と
は
、
行

政
の
情
報
を
正
確
か
つ
迅
速
に

伝
達
す
る
と
と
も
に
広
く
町
民

の
声
を
聴
取
し
、
行
政
と
町
民
が

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
り

ま
す
。

　

広
報
活
動
の
柱
で
も
あ
る
広

報
に
し
は
ら
は
、
町
民
に
よ
り
親

し
み
の
持
て
る
広
報
紙
を
め
ざ

し
て
紙
面
の
充
実
を
図
っ
て
き

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
と
も
内

容
の
充
実
・
改
善
に
努
め
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
つ
い
て
は
、
今

後
と
も
正
確
か
つ
迅
速
な
情
報

の
提
供
を
図
り
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ

ン
や
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
の
ウ
ェ

ブ
コ
ン
テ
ン
ツ
を
活
用
し
て
、
多

様
な
ツ
ー
ル
を
通
じ
た
広
報
を

め
ざ
す
こ
と
で
町
民
の
利
便
性

の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
内

容
の
充
実
強
化
を
図
り
ま
す
。

　

広
聴
活
動
に
つ
い
て
は
、
特
に

平
成
24
年
度
は
、
小
学
校
区
単
位

で
行
政
懇
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
情
報
公
開
制
度
の
活
用
や

各
種
審
議
会
、
委
員
会
な
ど
へ
の

町
民
公
募
制
度
の
推
進
を
通
し

て
町
民
参
画
の
機
会
を
拡
充
す

る
と
と
も
に
、
各
種
団
体
な
ど
と

の
対
話
を
積
極
的
に
推
進
し
ま

す
。
さ
ら
に
は
Ｅ
メ
ー
ル
、
町
民

ア
イ
デ
ィ
ア
箱
、
窓
口
相
談
員
、

行
政
チ
ェ
ッ
ク
マ
ン
制
度
の
充

実
と
活
用
な
ど
、
き
め
細
か
な
広

聴
活
動
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　

13　

お
わ
り
に

　

平
成
24
年
度
の
各
予
算
に
つ

い
て
は
、
申
し
上
げ
ま
し
た
諸
施

策
事
業
な
ど
を
中
心
に
編
成
し

て
い
ま
す
。（　

）
内
の
数
字
は

対
前
年
度
当
初
比
率
で
す
。

（1）
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
案

　

1
2
5
億
1
0
0
0
万
円

（
18
・
5
％
）

（2）
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
予
算
案

　
　
　
　

4
5
億
9
3
8
3
万
円

（
5
・
0
％
）

（3）
介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳

　

出
予
算
案

1
6
億
6
3
7
4
万
8
千
円

（
2
・
1
％
）

（4）
土
地
区
画
整
理
事
業
特
別
会

　

計
歳
入
歳
出
予
算
案

6
億
9
6
0
2
万
6
千
円

（
△
10
・
1
％
）

（5）
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
案　
　
　
　

　

6
億
8
8
4
0
万
円

（
△
3
・
1
％
）

（6）
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
予
算
案

　
　
　
　
　

1
億
6
0
8
8
万
円

（
△
3
・
9
％
）

（7）
水
道
事
業
会
計
予
算
に
つ
い

て
は
、
収
益
的
収
入
8
億
8
7
7

3
万
5
千
円
、
収
益
的
支
出
8

億
3
8
7
6
万
7
千
円
、
資
本
的

収
入
3
6
0
0
万
3
千
円
、資
本
的

支
出
1
億
5
3
7
5
万
1
千
円
で

資
本
的
収
入
が
資
本
的
支
出
に
対

し
不
足
す
る
額
1
億
1
7
7
4
万

8
千
円
に
つ
い
て
は
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
等
で
補
て
ん
し
ま
す
。

　

な
お
、
各
種
施
策
の
具
体
的
な

事
業
は
、
主
要
事
業
と
し
て
別
紙

に
ま
と
め
て
い
ま
す
の
で
、
予
算

案
と
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

　

以
上
、
平
成
24
年
度
の
町
政
運

営
の
基
本
姿
勢
及
び
主
要
施
策

の
概
要
並
び
に
予
算
案
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
議
員
各

位
並
び
に
町
民
皆
様
の
ご
指
導

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
平

成
24
年
度
の
施
政
方
針
と
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
24
年
３
月
５
日

　

西
原
町
長　

 

上
間　

明
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